
( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

完了

100%

進
捗
状
況
説
明

　子どもがいる保護者へアンケートを実施し、88％の方から子どもが安全に遊べる環境が整備されたと回答があった。

年度
目標値

（R4年度）

公園遊具の撤去及び整備

目　標

実　績 完了

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R3成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R3年度 R4年度

　子どもが安全に遊べる環境が整備されたか
（80％以上）、保護者へのアンケート調査により
本事業のあり方を検証する。

目　標

実　績

目　標

実　績

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　繰越して令和４年度９月に整備が完了した。

完了

予算の状況の説明
　工事箇所の追加に伴い9,770千円を増額した。
　また、新型コロナウイルスの影響により外国で製造している資材の輸入に不測の日数を要したため工事費にかかる
34,370千円を令和4年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R3活動目標（指標）

達成状況

R3年度 年度 年度 年度

公園遊具の撤去及び整備

執行率（％）(B/A) 30.9% 95.2% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

次年度繰越額 34,370 0

うち交付金充当額 13,200 25,300

0

B．執行済額 15,400 32,725

－ 34,370

A．計(b+d) 49,770 34,370 0 0

(c)増減額(b-a) 9,770 － 0 0 0

年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 40,000 －

(b)予算現額 49,770

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R3年度 R3年度（繰越） 年度 年度

－

(d)繰越額

事業内容 　子育て世代を含む人口流出が大きな課題となっており、子ども達が安全に遊べる遊具を整備することで、子育て世代の満足度を向上させる。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

第３章－２－（２）－イ

地域における子育て支援の充実

担当部課名 経済課
事業実施

（予定）年度
令和３年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－３－（１）

完了

80%以上80%以上

市町村名 北大東村

令和３年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

６－① 子育て環境整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所



○工事業者は指名競争入札により適正に選定しており、妥
当であった。
○予算規模については適正な規模であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。

48,125 48,125 38,500 9,625 0

　引き続き、子どもが安全に遊べる環境を整備し子育て世代等の、ニーズを調査しながら住みやすい環境を引き続き整備していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　北大東島で子どもが遊べる遊具等を有した公園がなく、子育て世代を含む人口
流出が大きな課題であった。

　子育て世代等の流出を防ぐために要望があった子どもが安全に遊べる遊
具等が必要である。

今後の取り組み方針

北大東村

48,125千円 北大東農村公園遊具

施設設置工事

工事請負費
48,125千円

（株）与儀組
48,125千円



( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 北大東村

令和３年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

７－① 土づくり推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（７）－エ

農林漁業の担い手の育成・確保
及び経営安定対策等の強化

担当部課名 経済課
事業実施

（予定）年度
令和３年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（６）

事業内容
　大東島の土壌（大東マージ）は、酸性度が高く肥沃度が低い、作物栽培を行う上で悪条件な土壌であることから、圃場ごとに土壌カルテの作成を
行い、圃場ごとに適した土壌作りを促進し、農産物生産量を増加させる。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度（令和６年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R3年度 R3年度（繰越） 年度 年度

－

(d)繰越額

年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 12,000 －

(b)予算現額 12,000

(c)増減額(b-a) 0 － 0 0 0

－ 12,000

A．計(b+d) 12,000 12,000 0 0 0

B．執行済額 0 11,990

うち交付金充当額 0 9,592

次年度繰越額 12,000 0

執行率（％）(B/A) 0.0% 99.9% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明
　来島自粛期間により、委託契約に係る現地での調査業務量の調整等に不足の日数を要したため委託料にかかる12,000
千円を令和4年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R3活動目標（指標）

達成状況

R3年度 年度 年度 年度

土壌カルテ作成

目　標 完了

実　績 完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　繰越して令和５年３月にカルテ作成が完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R3成果目標（指標）
基準値

（H26-R2年度）
R3年度 R4年度 R5年度

土壌カルテ作成

目　標

実　績 完了

完了

目　標

実　績

目標値
（R6年度）

26,809ｔ以上19,560ｔ

進
捗
状
況
説
明

　繰越して令和４年度にカルテ作成が完了した。

【令和６年度成果目標】
農産物生産量



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　北大東島の土壌特性は、高密度、強酸性であり、作物栽培上の悪条件な土壌と
なっており収穫量の低下に繋がることが課題となった。

　各圃場毎の土壌調査を行い、土壌カルテを作成し、各圃場に適した土壌
作りを促進する必要がある。

今後の取り組み方針

　土壌カルテを参考に、各農作物に適した土壌になるようアドバイス等を行い農作物生産量を増加させる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

11,990 11,990 9,592 2,398 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業者は指名競争入札により適正に選定しており、妥
当であった。
○予算規模については適正な規模であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

北大東村

11,990千円 北大東村土壌カルテ

作成委託業務

委託費
11,990千円

㈱沖縄環境分析センター

11,990千円



( ) ( ) ( ) ( ) ( )
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市町村名 北大東村

令和３年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

８－① 緊急車両（消防車）導入事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－２－（４）－イ

災害に強い県土づくりと
防災体制の強化

担当部課名 総務課
事業実施

（予定）年度
令和３年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１０－（２）

事業内容 　災害時の被害抑制など防災体制の強化を図るため、　緊急車両（消防車）の導入を行う。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R3年度 R3年度（繰越） 年度 年度

－

(d)繰越額

年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 45,000 －

(b)予算現額 41,580

(c)増減額(b-a) ▲ 3,420 － 0 0 0

－ 41,580

A．計(b+d) 41,580 41,580 0 0 0

B．執行済額 0 41,580

うち交付金充当額 0 33,264

次年度繰越額 41,580 0

執行率（％）(B/A) 0.0% 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明
　入札残である3,420千円を減額した。
　また、新型コロナウイルスの影響により外国で製造している資材の輸入に不測の日数を要したため委託料にかかる
41,580千円を令和4年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R3活動目標（指標）

達成状況

R3年度 年度 年度 年度

緊急車両（消防車）の導入

目　標 完了

実　績 完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　繰越して令和４年４月に緊急車両（消防車）の導入が完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R3成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R3年度 R4年度 R5年度

緊急車両（消防車）の導入

目　標

実　績 完了

完了

実　績 ６回

目標値
（　年度）

６回

進
捗
状
況
説
明

　消防団による災害対応訓練を６回達成でき、防災避難訓練等での利活用を通じ防災体制向上を図った。

消防訓練の実施

目　標



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　島内で災害が発生した際は非常備の消防団で対応にあたっているが、島嶼地域
である本村は他市町村からの応援等見込めない状況が課題となった。

　島内で発生した災害には北大東消防団で対応する必要がある。

今後の取り組み方針

　新たに導入した緊急車両（消防車）を活用し、災害時の被害抑制等、防災体制を向上させ、離島における安心・安全な暮らしを実現し、定住促進を図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

41,580 41,580 33,264 8,316 0

受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業者は一般競争入札により適正に選定しており、妥
当であった。
○予算規模については適正な規模であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

北大東村

41,580千円 緊急車両（消防車）

建造委託契約

委託費
41,580千円

㈱オカノ

41,580千円
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( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名 北大東村

令和３年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

９－① 北大東村観光基本計画策定事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（１２）－ア

観光リゾート産業の振興

担当部課名 経済課
事業実施

（予定）年度
令和３年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－９

事業内容 　北大東島特有の環境を活かした観光メニューの開発を行うため、観光基本計画の策定を行う。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　■後年度（令和6年度）

実施方法  　 □直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」

ベース）

R3年度 R3年度（繰越） 年度 年度

－

(d)繰越額

年度

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 11,616 －

(b)予算現額 11,616

(c)増減額(b-a) 0 － 0 0 0

－ 11,616

A．計(b+d) 11,616 11,616 0 0 0

B．執行済額 0 11,000

うち交付金充当額 0 8,800

次年度繰越額 11,616 0

執行率（％）(B/A) 0.0% 94.7% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

予算の状況の説明
　来島自粛期間により、現地での村内関係団体ヒアリング等に不足の日数を要したため委託料にかかる11,616千円を令和
4年度に繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R3活動目標（指標）

達成状況

R3年度 年度 年度 年度

観光需要調査及び実施計画等を含めた観光基
本計画の策定

目　標 完了

実　績 完了

目　標

実　績

達
成
状
況
説
明

　繰越して令和４年７月に計画の策定が完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R3成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R3年度 R4年度 R5年度

観光需要調査及び実施計画等を含めた観光基
本計画の策定

目　標

実　績 完了

完了

実　績

目標値
（R6年度）

３件

進
捗
状
況
説
明

　繰越して令和４年度に計画の策定が完了した。

【令和６年度成果目標】
観光メニューの開発

目　標



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

　北大東島には観光協会がないことから、観光プラン等がなく、来訪者が暇を持て
余していることが課題となった。

　島を充分に堪能してもらうために観光プラン等を作成する必要がある。

今後の取り組み方針

　北大東村観光基本計画を基に、新たな観光プランを開発し、来訪者の満足度を向上させ、リピーターを増やす。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

11,000 11,000 8,800 2,200 0

受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託業者は指名競争入札により適正に選定しており、妥
当であった。
○予算規模については適正な規模であったと考えている。
○費目・使途について事業目的達成の観点から必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお
り、適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

北大東村

11,000千円
北大東村観光振興

計画・観光危機管理

計画策定業務

委託費
11,000千円

㈱国建

11,000千円


